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200200億億9,3319,331万円万円
次
の
ペ
ー
ジ
は「
ど
う
活
か
さ
れ
た
？
私
た
ち
の
お
金
‼
」「
賛
成
×
反
対
討
論
」

４
日
間
の
審
査
を
実
施

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
５

年
度
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

３
事
業
会
計
の
決
算
は
、
9
月
９

日
、
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
を
細
か
く
審
査

　

審
査
は
、
会
計
ご
と
に
行
わ
れ
、

適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
不

用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、
事
業
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
べ
て
の
会
計
を
一

括
し
た
討
論
が
行
わ
れ
、
電
子
表

決
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り「
認
定
す
べ
き

も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
は
本
会
議
で
最
終
採
決

　

９
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

会
計
ご
と
に
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

※�

主
な
質
疑
、
討
論
は
４
ペ
ー
ジ
、

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令和５年度　決算審査
一般会計、５特別会計、３事業会計を審査

すべての会計決算を認定
国庫支出金
21億1,883万円 13.5%

各種交付金 6億2,542万円  4.0 %
地方譲与税 3億1,830万円   2.0%

町債
16億8,224万円
10.7%

道支出金
13億58万円 8.3%

地方交付税
38億7,086万円
24.7%

36.7%

63.3%

繰越金 5億4,378万円 3.5%

財産収入・
寄附金・
繰入金　

11億円 7.0%

諸収入 4億8,209万円
3.1%

負担金・使用料・手数料 4億976万円 2.6%

収入
（歳入）

自
主

財

源

依

存

財

源

町税 32億2,128万円 20.6%

一般会計の歳出総額　153億2,653万円一般会計の歳出総額　153億2,653万円

令和５年度 令和４年度 増減額

総　額 153億2,653万円 128億8,241万円 24億4,412万円

民 生 費 27億4,254万円 26億7,312万円 6,942万円

農林産業費 14億1,750万円 11億6,039万円 2億5,711万円

職 員 費 15億6,707万円 15億8,541万円 ▲1,834万円

衛 生 費 12億5,306万円 18億1,900万円 ▲5億6,594万円

総 務 費 15億7,156万円 8億9,650万円 6億7,506万円

教 育 費 32億305万円 12億1,576万円 19億8,729万円

土 木 費 13億3,717万円 13億5,685万円 ▲1,968万円

公 債 費 10億8,318万円 9億5,208万円 1億3,110万円

商 工 費 5億7,521万円 5億7,482万円 39万円

消 防 費 4億5,499万円 4億4,943万円 556万円

そ の 他 9,214万円 1億2,865万円 ▲3,651万円

災害復旧費 2,906万円 7,040万円 ▲4,134万円

令和５年度 令和４年度 増減額

総　額 156億7,314万円 134億2,619万円 22億4,695万円

町 税 32億2,128万円 33億9,411万円 ▲1億7,283万円

諸 収 入 4億8,209万円 4億9,775万円 ▲1,566万円

負担金・使用料・手数料 4億976万円 4億1,690万円 ▲714万円

繰 越 金 5億4,378万円 6億7,033万円 ▲1億2,655万円

財産収入・寄附金・繰入金 11億円 4億9,086万円 6億914万円

地方交付税 38億7,086万円 37億9,370万円 7,716万円

道支出金 13億58万円 10億5,020万円 2億5,038万円

町 債 16億8,224万円 6億7,558万円 10億666万円

国庫支出金 21億1,883万円 15億492万円 6億1,391万円

各種交付金 6億2,542万円 6億1,593万円 949万円

地方譲与税 3億1,830万円 3億1,591万円 239万円

ごみ処理や病気予防などに

70,251円
（101,151円）

借入金返済に

60,727円
（52,943円）

高齢者や児童の福祉などに

153,756円
（148,647円）

情報化推進などに

88,106円
（49,853円）

河川・道路・
公園の整備などに

74,966円
（75,452円）

産業振興などに

111,718円
  （96,492円）

学校・公民館・体育館
などに

179,573円
     （67,606円）

消防・救急活動などに

25,508円
（24,992円）

職員費に

87,855円
（88,162円）

その他に

5,166円 
（7,154円）

災害復旧などに

1,629円
（3,915円）

町民１人当たりの支出  町民１人当たりの支出       859,255859,255円円（716,366円）（716,366円）

町民１人当たりの貯金　町民１人当たりの貯金　約約171,000171,000円円（約171,000円）（約171,000円）

町民１人当たりの借金　町民１人当たりの借金　約約773,000773,000円円（約730,000円）（約730,000円）

※令和６年３月31日現在の人※令和６年３月31日現在の人
　口17,837人で算出。　口17,837人で算出。
※（　）内の数字は令和４年度※（　）内の数字は令和４年度
　決算の額　決算の額

特別会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 25億3,374万円 22億823万円

後期高齢者医療 3億3,064万円 3億2,934万円

介 護 保 険 20億8,969万円 20億1,432万円

地域開発事業 3,759万円 2,889万円

簡 易 水 道 1億9,683万円 1億8,600万円

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 156億7,314万円 153億2,653万円

事業会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

下 水 道 9億6,633万円 11億6,337万円

上 水 道 5億9,579万円 7億4,840万円

公立芽室病院 23億781万円 22億8,410万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。

一般会計と一般会計と
特別会計の歳出特別会計の歳出

災害復旧費  2,906万円　0.2%
その他　 9,214万円　0.6%
消防費　4億5,499万円　3.0%
商工費　5億7,521万円　3.8%

公債費
10億8,318万円　7.1%

教育費
32億305万円
20.9%

教育費
32億305万円
20.9%

土木費　13億3,717万円　8.7%土木費　13億3,717万円　8.7%

民生費
27億4,254万円
17.9%

民生費
27億4,254万円
17.9%

職員費
15億6,707万円
10.2%

職員費
15億6,707万円
10.2%総務費

15億7,156万円
10.3%

総務費
15億7,156万円
10.3% 衛生費

12億5,306万円
8.2%

衛生費
12億5,306万円

8.2%

農林産業費
14億1,750万円

9.2%

農林産業費
14億1,750万円

9.2%支出
（歳出）



次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
９
月
定
例
会
議
」「
議
員
賛
否
」「
意
見
書
提
出
」「
９
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」

反
対

賛
成×
討
論

　

３
日
間
の
決
算
に
対
す
る
質
疑
を
終
え
、
議
員
個
人
が
決
算
に
対
し「
反
対（
認
定

し
な
い
）」「
賛
成（
認
定
す
る
）」を
表
明
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
反
対
の
立
場
で
２
人
、
賛
成
の
立
場
で
２
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※
９
件
の
議
案
を
一
括
し
て
討
論
す
る
た
め
、
議
案
の
う
ち
１
件
で
も
反
対
要
素
が

あ
れ
ば
、
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
す
。

渡わ
た

辺な
べ

洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う 

議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
は
協
会
け
ん
ぽ
の

約
２
倍
の
負
担
で
あ
る
た
め
、
物
価
高

騰
の
中
で
国
保
加
入
世
帯
の
生
活
を
圧

迫
し
て
お
り
、
町
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
等
で
国
保

税
の
引
下
げ
や
均
等
割
額
の
全
額
免
除

を
求
め
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
昨
年

10
月
か
ら
年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
方

の
医
療
費
窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
さ
ら
に
均
等
割
額
が

増
加
す
る
こ
と
で
負
担
が
増
え
、
こ
れ

以
上
の
保
険
料
負
担
増
は
生
活
の
質
の

低
下
に
直
結
す
る
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
人
材
不
足

や
事
業
所
の
経
営
困
難
に
よ
り
制
度
の

破
綻
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
町

で
は
介
護
保
険
料
も
高
水
準
で
、
こ
れ

以
上
の
利
用
者
負
担
増
は
介
護
行
政
の

後
退
を
意
味
す
る
。

早さ

苗な
え

　
　
豊
ゆ
た
か 

議
員

　

一
般
会
計
の
商
工
費
に
お
い
て
、
新

嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
運
営
費
用
と
し

て
５
，
３
４
９
万
５
千
円
が
指
定
管
理

会
社
に
支
払
わ
れ
た
が
、
委
託
先
の
会

社
が
破
綻
し
契
約
が
履
行
不
可
能
と
な
り
、

令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
６
か
月
間
利
用
休
止
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
町
民
や
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の

職
場
の
方
々
、
関
係
団
体
、
多
く
の
取

引
先
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
、
予
定
ど

お
り
の
事
業
遂
行
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
に
は
反
対
す

べ
き
と
考
え
る
。

菊き
く

池ち

　
秀ひ
で

明あ
き 

議
員

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
物
価
高
騰

対
策
を
行
い
な
が
ら
新
規
事
業
の
計
画

策
定
を
進
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
す
る
。
前
年
度

か
ら
の
懸
念
材
料
で
あ
る
将
来
負
担
比

率
の
動
向
に
は
継
続
し
て
注
視
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
の
１
年
で
整
備
さ
れ
た

取
組
が
町
の
強
み
や
魅
力
と
な
り
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

ま
た
、
機
構
改
革
か
ら
３
年
目
と
な
り
、

具
体
的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
中
、
新

た
な
枠
組
み
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も

住
民
福
祉
や
町
の
魅
力
向
上
を
目
指
し

て
取
り
組
ま
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
。
今

後
も
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
と
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

橋は
し

本も
と

　
和か
ず

仁ひ
と 

議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
始
め
た
一
方

で
、
国
際
情
勢
に
よ
る
物
価
上
昇
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
勤
労
者
の
所
得
が

上
が
ら
な
い
中
で
様
々
な
支
援
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
全
額
助

成
す
る
事
業
や
定
住
促
進
の
た
め
の
奨

励
制
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
特
典
の
大
幅

な
伸
び
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
努
力
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
各
会
計
が
黒
字
で
安
定
的

な
財
政
運
営
を
期
待
す
る
。

賛成

賛成

反対

反対

　討論とは、議員
が自分の賛否の意
見を表明し、その
理由を述べること
で他の議員を自分
の意見に賛同させ
ることを目的に行
います。

ど
う
活
か
さ
れ
た
？

私
た
ち
の
お
金
‼

質疑数
234

審査時間

12時間
39分

◆
財
政
分
析

問 

西に
し

尾お

　
一か
ず

則の
り 
委
員

　

総
体
的
に
今
の
芽
室
町

の
財
政
は
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
？

答 

政
策
推
進
課
長

　

令
和
４
年
度
平
均
値
の

数
値
に
な
る
が
、
財
政
力

指
数
は
全
道
平
均
以
内
で

あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率

と
将
来
負
担
比
率
は
全
道

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

◆
総
務
費

問 

正ま
さ

村む
ら

紀き

美み

子こ 

委
員

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

評
価
を
す
る
た
め
に
は
具

体
的
な
数
値
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
？

答 

魅
力
創
造
課
長

　

郷
土
愛
、
関
係
人
口
、

稼
げ
る
地
域
が
３
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
に
な
り
、
数
値

化
す
る
の
は
非
常
に
難
し

い
が
、
人
口
動
態
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
関
係
人
口
の

数
値
を
整
理
し
な
が
ら
町

民
に
説
明
で
き
る
よ
う
進

め
る
。

◆
衛
生
費

問 

立た
ち

川か
わ

　
美み

穂ほ 

委
員

　

色
付
き
指
定
ご
み
袋
に

つ
い
て
、
改
め
て
取
組
の

経
緯
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
？

答 

環
境
土
木
課
長

　

町
と
し
て
広
報
誌
等
様
々

な
機
会
で
周
知
し
て
き
た
。

今
後
令
和
10
年
の
新
中
間

処
理
施
設
の
稼
働
に
合
わ

せ
て
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

◆
農
林
産
業
費

問 
鈴す
ず

木き

　
健た
け

充み
つ 

委
員

　

ド
ロ
ー
ン
活
用
の
費
用

対
効
果
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
？

答 

土
地
改
良
係
長

　

美
生
ダ
ム
は
月
１
回
定

期
点
検
を
行
っ
て
お
り
、

◆
簡
易
水
道
特
別
会
計

問 

木き

村む
ら

　
淳あ
つ

彦ひ
こ 

委
員

　

施
設
の
老
朽
化
が
課
題

で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画

的
な
更
新
は
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
？

答 

水
道
工
務
係
長

　

今
後
は
、
上
美
生
地
区

の
老
朽
化
の
更
新
等
を
予

定
し
て
い
る
。

◆
土
木
費

問 

伊い

藤と
う

　
　
稔
み
の
る 

委
員

　

故
障
中
の
駅
前
か
ら
く

り
時
計
は
修
繕
す
る
の
か
？

そ
れ
と
も
買
い
替
え
る
の

か
？

答 

商
工
労
政
課
長

　

今
後
行
う
調
査
結
果
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

◆
消
防
費

問 

堀ほ
り

切き
り

　
　
忠
た
だ
し 

委
員

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
率

約
50
％
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
？

答 

総
務
課
長

　

１
０
０
％
を
目
指
し
て

い
る
が
、
様
々
な
情
報
伝

達
ツ
ー
ル
を
皆
さ
ん
に
持

っ
て
い
た
だ
く
な
ど
併
せ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
災

害
強
化
に
つ
な
が
る
。

◆
民
生
費

問 

中な
か

田た

智ち

惠え

子こ 

委
員

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

設
置
数
が
以
前
よ
り
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
効
果
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
？

答 
高
齢
者
支
援
課
長
補
佐

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
緊

急
通
報
機
能
の
活
用
等
に

よ
り
件
数
は
徐
々
に
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
声
を
出

さ
な
く
て
も
通
報
に
結
び

つ
く
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

と
の
す
み
分
け
が
で
き
て

い
る
。

西尾委員

木村委員

正村委員

立川委員

鈴木委員

◆
教
育
費

問 

中な
か

村む
ら

　
和か
ず

宏ひ
ろ 

委
員

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
改
善
、

要
望
等
は
学
校
か
ら
き
て

い
る
の
か
？

答 

教
育
長

　

各
学
校
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
可
能
な
限
り
対
応
し
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
る
。

堀切委員中村委員

伊藤委員

中田委員

通
常
船
舶
を
使
い
１
回
約

２
時
間
要
し
て
い
た
が
、

ド
ロ
ー
ン
で
は
約
30
分
で

１
時
間
半
の
短
縮
が
図
ら

れ
た
。
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国国にに３３件件のの意見書意見書をを提出提出
●国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

●�義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」など
教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書

●�ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・
強化を求める意見書

意見書の
全文は
コチラから

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
」否
決

　

議
員
提
案
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
」に
つ

い
て
、
９
月
25
日
の
本
会
議
で
審

査
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
政

府
が
国
民
に
生
涯
変
わ
ら
な
い
番

号
を
付
与
し
、
個
人
情
報
を
多
分

野
で
紐
付
け
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

の
侵
害
の
危
険
が
あ
る
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
の
税
・

社
会
保
障
情
報
を
一
元
的
に
管
理

す
る「
共
通
番
号
」の
導
入
は
、
財

界
が
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の

給
付
を
削
減
し
、
国
や
大
企
業
の

財
政
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
提
案

し
た
も
の
で
、
国
民
の
所
得
・
資

産
・
社
会
保
障
給
付
を
把
握
し
、

徴
税
強
化
や
給
付
削
減
を
進
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
廃
止
す
べ

き
と
考
え
る
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
活
用
し
て
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
す
る
こ
と
は
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
現
在
も
安
全
に
分
散

管
理
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
で
は
、

外
国
へ
の
情
報
漏
洩
を
過
度
に
恐

れ
て
制
約
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、

安
全
か
つ
利
便
性
を
高
め
る
手
法

を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
」な
ど
堀

切
議
員
、
立
川
議
員
が
反
対
討
論
を
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
し
て

国
が
最
終
的
な
責
任
を
持
た
な
い

こ
と
が
国
民
の
不
安
の
原
因
だ
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
こ
の

意
見
書
に
賛
成
す
る
」と
伊
藤
議

員
が
賛
成
討
論
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、
11
名
の
議
員
が
反
対（
４
名

が
賛
成
）し
、「
否
決
」さ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
委
員
会
活
動
報
告

（
委
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
！
）

次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
編
集
後
記
」

９月定例会議（最終日）　※梶澤幸治議長は採決には加わりません。審議した議案と各議員の賛否

種
　
　
類

議　員　名

議　案　名

菊
池
　
秀
明

伊
藤
　
　
稔

木
村
　
淳
彦

小
笠
原
　
等

中
田
智
惠
子

橋
本
　
和
仁

堀
切
　
　
忠

渡
辺
洋
一
郎

立
川
　
美
穂

早
苗
　
　
豊

中
村
　
和
宏

正
村
紀
美
子

常
通
　
直
人

西
尾
　
一
則

鈴
木
　
健
充

梶
澤
　
幸
治

審
査
結
果

議
　
決
　
日

議案 令和５年度芽室町一般会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

9/25

議案 令和５年度芽室町国民健康保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町後期高齢者医療特別会計決算認定の
件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町介護保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町地域開発事業特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町簡易水道特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町上水道事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和５年度芽室町公立芽室病院事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

議案 令和６年度芽室町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

陳情
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、
「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の
実現に向けた意見書」の提出を求める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択

報告 専決処分について報告の件 採決はありません 受理

報告 令和５年度芽室町健全化判断比率及び資金不足比率報
告の件 採決はありません 受理

議案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 任命同意
議案 令和５年度芽室町上水道事業会計剰余金処分の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決
議案 西町公営住宅長寿命化型改善工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - 原案可決

議案

行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律等の一部を改正する法律の一部の
施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政
令の公布等に伴う関係条例の整理に関する条例制定の
件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

会議案 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書提
出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

会議案
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、
「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の
実現に向けた意見書提出の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

会議案 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材
産業施策の充実・強化を求める意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

会議案 マイナンバー制度見直しに関する意見書提出の件 ○ ○ × ○ × × × × × × × × × ○ × - 否決

○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参、　除…地方自治法第117条の規定による除斥○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参、　除…地方自治法第117条の規定による除斥

厚生文教常任委員会
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９
月
３
日
に
開
会
し
た
９
月
定
例
会

議
は
、
18
日
、
19
日
の
一
般
質
問
を
経

て
、
９
月
25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
終
日（
25
日
）に
お
い
て
は
、
令
和

５
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
や
農
業
委

員
会
委
員
の
任
命
、
条
例
改
正
、
契
約

締
結
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
案
に
よ
り
提
出
さ
れ
た「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書
」は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

一
般
質
問
の
詳
細
は
次
号（
11
月
号
）

に
掲
載
し
ま
す
。

最
終
日（
25
日
）議
件
　

　

決
算
認
定
…
…
…
９
件

　

報
告
…
…
…
…
…
２
件

　

任
命
同
意
…
…
…
１
件

　

剰
余
金
処
分
…
…
１
件

　

契
約
締
結
…
…
…
１
件

　

条
例
制
定
…
…
…
１
件

　

陳
情
…
…
…
…
…
１
件

　

意
見
書
案
…
…
…
４
件

９月
定例会議

令
和
５
年
度
決
算
９
件
を
認
定

町
長
提
案
の
議
案
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

９
第８回

３火
９

第９回

９月
９

第10回

19木

●令和５年度指定管理者評価結果について
　（中央公民館・社会体育施設等）
　令和５年度指定管理者に対する評価結果につい
て担当課から説明を受けました。
　各委員からは前年度から評価が下がった項目の
要因や、収支状況、利用者の意見の反映状況等に
ついて質疑がありました。また、中央公民館男性
トイレのオムツ替えスペースや授乳スペースの設
置についても質疑があり、「構造上困難ではあるが
代替方法を検討したい」との答弁がありました。質
疑終了後の議員間討議
では「概ね適正に管理
されていることが確認
できた。所管委員会と
して今後も各施設の個
別課題については必要
に応じて調査を行う」
ことを共有しました。

総務経済常任委員会

９
第５回

25水

　令和５年度指定管理者事業評価報告
について、めむろ駅前プラザは、総合
評価Ｂ（適当、評価点：3.21）との報告
と説明を受けました。
　委員からは「接遇セミナーを開催で
きなかった理由」について質疑があり、
「職場内研修において補完していると
聞いている」との答弁がありました。
　今年度の政策課題である「『芽室町ま
ちなか再生ビジョン』のあり方について」
など、今後
も委員会と
して必要な
調査を進め
ていきます。

●�令和５年度指定管理者
評価結果について

　（めむろ駅前プラザ）　
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■
令
和
６
年
1
0
月
1
1
日
発
行

●
発

行
　

北
海
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芽
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議
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●
編

集
　

議
会

運
営
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●
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行
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始
年
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日

　
昭

和
56年

７
月

〒
0
8
2
－
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随時
更新中

編
集

後
記

■
ま
だ
寒
暖
差
の
あ
る
日
々
で
す
が
、

少
し
ず
つ
秋
の
匂
い
を
感
じ
ら
れ
る
季

節
と
な
り
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
９
月
は
決
算
月
と
い
う
こ
と
で
、

令
和
５
年
度
の
町
の
取
組
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
の
成
果
が

次
年
度
以
降
に
し
っ
か
り
と
繋
が
り
活

か
さ
れ
て
い
る
の
か

を
継
続
し
て
み
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊池秀明

　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性化を図っています。議会白書

い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
日
々

備
え
ま
し
ょ
う
。
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会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 9 月 定 例 会 議

9月3日
1:16 1:06

１．人権擁護委員推薦につき意見を求める件�
２．�芽室町教育委員会委員任命につき同意を求める件

他
3 (168)

9:30～11:52

9月18日
2:07 3:37 １．一般質問４人�

（木村淳彦、立川美穂、渡辺洋一郎、堀切忠） 8 325 
9:30～15:14
9月19日

2:12 3:34 １．一般質問４人�
（正村紀美子、中田智惠子、菊池秀明、中村和宏） 2 308 

9:30～15:16
9月25日

0:25 1:30

１．令和４年度芽室町各会計決算認定の件�
２．�「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１
の復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡充
と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求め
る陳情　他

2 116 
9:30～11:25

全 員 協 議 会

第8回
9月3日

0:00 0:01 １．人権擁護委員推薦につき意見を求める件 3 (7)
9:41～9:42

第9回
9月11日

0:01 0:24 １．９月５日提供の学校給食について 0 117 
9:35～9:55

第10回
9月25日

0:00 0:10 １．ナチュラルビズの対応について�
２．議会活性化計画書の改正について　他 0 (56)

14:03～14:40

常 任 委
員 会

総 務 経 済 第5回
9月25日

0:01 0:12 １．令和５年度指定管理者評価結果について 1 (56)
13:30～13:43

厚 生 文 教

第8回
9月3日

0:00 0:14 １．先進地事務調査報告書について�
２．陳情第５号 0 (7)

13:30～13:44

第9回
9月9日

0:09 0:45 １．陳情第５号 2 341 
15:50～16:44

第10回
9月19日

0:02 0:32 １．令和５年度指定管理者評価結果について 2 0 
15:35～16:09

議 会 運 営 委 員 会

第13回
9月5日

0:01 0:15 １．９月定例会議における一般質問について�
２．議会だより９月号の編集について　他 1 11 

9:30～9:46

第14回
9月19日

0:11 0:07
１．意見書の提出について（２件）�
２．�令和６年芽室町議会定例会９月定例会議の運

について　他
1 0 

16:30～16:48

予 算 決 算 特 別 委 員 会

第5回
9月3日

0:02 0:50 １．令和６年度芽室町各会計補正予算の審査について 1 (168)
10:50～11:42

第6回

9月9日
2:20 3:47

決算審査�
・財政分析等、財産に関する調書�
・５特別会計、３事業会計

1 3 
9:30～15:37

9月11日
2:40 4:04 決算審査�

・一般会計（議会費～衛生費） 1 529 
9:30～17:14
9月12日

2:28 4:37
決算審査�
・一般会計（農林産業費～災害復旧費）�
・歳入全般

0 415 
9:30～16:35

9月13日
0:00 0:11 決算審査�

・全会計一括討論・一括採決 0 64 
9:30～9:41

第7回
9月25日

0:00 0:29 １．令和５年度決算審査の振り返りについて 1 (56)
11:40～12:09

編 集 企 画 会 議 第5回
9月25日

0:00 0:15 １．議会だより10月号の編集について�
２．議会だより11月号の編集企画について ※

17:15～17:30

合計 16:35 13:55 2:40 計29 平均144.6
ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示　※インターネット中継を実施しなかった会議
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